
まえがき＝当社加古川製鉄所では，第 8線材工場のリフ
レッシュ工事が，1999 年 5 月に完成した。
本工事の目的は，老朽化した設備の更新による安定操

業の確保，品質と労働生産性の向上，および当社神戸製
鉄所との鋼片寸法統一化による両製鉄所間の鋼片振分け
自由度を確保することである。
主な更新箇所は鋼片精整ヤードにおける，転回式鋼片

冷却床への更新，鋼片探傷・きず取りラインの改造，線
材圧延設備におけるウォーキングビーム式加熱炉への更
新，鋼片寸法の変更にともなう鋼片圧延機の新設である。
建設工事は，1997 年 5 月に着工し，2年をへて 1999

年 5 月に切替工事をおこない竣工した。以下に，各設備
の特徴と概要を述べる。

1．新鋼片精整設備

1．1 設備構成

更新範囲を含む鋼片精整ヤードのレイアウトを第 1
図に，新鋼片冷却床設備を写真 1に示す。
鋼片冷却床はプッシャ式であったNO．1冷却床を転回

式に更新し，その出側にドッグ付チェーンコンベア方式
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